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【概要】 

木の木口面に着目し、圧縮されて縮んだ木の繊維が、吸水させると元どおりに復元する特性

を応用した技術です。浮き上がらせたい模様の金型を作製し、これを木口面にプレスで圧入す

ると、木の繊維が圧縮されて模様のへこみができます。へこみの周りの部分を削り取り、お湯

（水分）を与えると圧縮された繊維が膨潤して模様が復元して膨らみ、浮かびあがります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小木工品等へ応用することで製品デザインの幅を広げることが可能です。 
 

関連特許  特許第 5140811 号（平成 24 年 11 月 30 日取得） 

関連資料等 
 
 

 木の木口面に浮き彫のように模様を浮き上がらせる技術「凸状

模様体の模様構造製造方法」を開発しました。 

どんな技術？ 

 

何に使えるの？ 


